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不妊・去勢手術
後のペットでは
エネルギー必要
量が減少
不妊・去勢手術により、ペットの肥満リスクが高まる可
能性があります。犬・猫が不妊・去勢手術を受ける年
齢は、多くの場合、ペットの成長速度とエネルギー必
要量が自然と減少する時期と重なります。また、不妊・
去勢手術後の動物は、消費する食餌量が増加する傾
向がある一方で、基礎代謝率、つまり安静時に身体機
能を保つために必要なエネルギー量が低下します。

仔猫と仔犬

キーメッセージ 

     次の理由により、不妊・去勢手術後はペットのカロリー摂取量を減らすことが重要です。 

     太り過ぎまたは肥満の犬は、さまざまな慢性疾患の発症、寿命の短縮および生活の質の低下のリスクが増加し
ます。  

     太り過ぎの猫は、糖尿病、便秘、整形外科的疾患、下部尿路疾患および皮膚疾患に罹患する可能性が高くなり
ます。 

     不妊・去勢手術後はエネルギー必要量が減少することを考慮して、カロリー摂取量をおよそ 30% を減らす必要が
あります。それ以降は、やせ型で健康な体型を維持するように給餌量を調節します。 

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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